
化学研究科

１ 化学研究科の活動
１-３年次生が数理物質科学研究科の所属となり，博士の学位取得を目指す４-５年次生の院生が本年度の主体
となった。そこで以下のような活動を行った。（1）適切な博士論文作成のための授業カリキュラムを設定し，多様
性を有する院生の育成を目指した。（2）４年次生の中間評価，将来の研究者を指向させるリサーチプロポーザル，
博士論文の公開発表会と学位審査を行い，研究者や高度専門職業人に相応しい院生の養成を目指した。（3）院生
に対する国内外での学会発表や論文誌への投稿を奨励し，意欲ある優れた院生の育成を目指した。特に，本年度
から博士課程委員会で大学院生の学術研究の活性化のために大学院生優秀論文表彰を新設し，若手研究者の育成
を大いに図った。また，化学物質の排出・移動量の届け義務（ＰＲＴＲ法）を遵守させるために化学物質の保管，
管理状況を徹底させる教育活動も行った。
２ 教員の教育業績評価の状況
教育業績の評価については，以下の内容について重点的に行った。（1）授業カリキュラムに記載された内容が担
当教官により適切に行われたか。（2）中間評価，リサーチプロポーザル，博士論文作成の指導などが研究指導教官
により適切に行われ，博士の学位を取得させられたか。（3）学会発表や投稿論文など，院生の研究活動に対する研
究指導が適切に行われたか。この他，研究科の運営，入試，連携大学院の副指導教官なども教育業績の評価の対
象として含めた。以上の評価は，特別昇給の推薦，研究科で受領した研究費の配分などに反映するように配慮した。
３ 自己評価と課題
年度当初に計画した教育・研究目標をほぼ達成することができた。特に本年は，４-５年次の化学研究科院生

と１-３年次の数理物質科学研究科院生が並列して在籍する過渡期であり，複雑な教育体制を強いられたが，研
究科として教育・研究指導方法の改善及び研究の活性化を行い，順調な成果が得られた。また，ＴＡ経費は減額
されたが，21世紀ＣＯＥ ｢未来型機能を創出する学際物質科学の推進｣ プログラムが採択され，大学院生への効
果的なＲＡ経費の投入による研究・教育支援を行った。本プログラムを通じて理学・工学，研究分野間，研究室
間の連携を強化し，大学院生に対する国内外での研究発表を効果的に促進することができた。今後１年間，数理
物質科学研究科と化学研究科の２つの組織が並列する過渡期であるが，これまでの化学研究科の成果を発展させ
た院生の教育・研究を行うなど，21世紀に相応しい大学院を発展させるための一層の努力をする必要がある。
４ その他特記事項
化学研究科の院生が以下の表彰を受けた：（1）若手研究者の優れた講演に対する第83回春季年会学生講演賞（日
本化学会）受賞（２名）。（2）筑波大学博士課程学生に対する大学院生優秀論文表彰の受賞
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・ ｢学位授与数｣ の欄の ｢博士課程修士｣ は，中間評価の合格者数を示す。
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